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過去 3ヶ年問アカガイの養成試験を行をってきたが､養殖の可能性についてある程変の見通しがつい

た為､今生変はアカガイ増殖の最もオーソ ドックス夜方法と考え られる種苗放流についての試験を行を

った｡報告に当_り試験場所の提供をしていただいたむつ市漁業協同組合各位および調査に御協力いただ

いた飛内岩三氏､並びに水質調査では水産試験所の長峰良典氏､林義孝氏に多大夜御援助 ､御教示を

いただいたのでここで厚 く御礼申し上げる｡

方 法

昭和 46年 7月26日奥内よ

b大湊-7カガイを運搬 し､そ

の日のうちに第 1図の地点-放

流 したo

夜分 運搬は7段寵及びパール

ネットVCアカガイを入れたまま

調査船白鳥丸に積み込み､その

上にむ しろをかぶせて海水をか

け充が ら3.5時間かかって運搬

した｡運搬開始時の気温は 23･

0℃､放流月の殻長､重量の平

均はそれぞれ 4.6cm､ 24クで

あった○

放流後潜水調査を1回､桁網

曳網調査を2回行なった｡ 第 1図 放 流 地 点 図

結果および考察調査結果

を第 1表に示した｡桁網の構造､放流密変､採捕技術等の関係で正確を採捕率､生残率を出す事は出

来夜かったが､採捕された試料数のみか ら強いて生残率を出す夜らば､生残率は 25% と売 り､予想 し

ていたよりもか夜b生残率が悪かったといえ
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第 1表 調 査 結 果

内容 調 査月 日 表 面水 温 底 層水 温 調

査 結 果放流 46年7月26日 (℃)22.9 (℃)21.0 o放流個鰭 芸芸孟言霊 票 差採苗月 63.,87:Oo紺

1EOT5∩0個o放流面積 30mX

10m ○水深 10mo底質の粒匿組成

63p以下92.4%o放流サイズ (平均) S.L.-4.6c

n S.H.-3.3cmS.Wd-2

.5cm T.W.-24g慕 8月9日 o潜水調査 (海底が浮泥の為非常に

見えにくい､死殻は白っぽ く売ってい

1 Y'るので良く見える)回調査 o(警慧冨警) 警;IfR :(≡; ≡;1:f n* SSs'.:LL:'≡446'IZ

6cccmmm TT:wW.'=-26.3;第2回調査慕3 In月7日12月20日47年7月27日 18.55.9 19_55.9 o桁網による

調査 (曳綱3回) 桁綿の幅 1.027n､網の目合 3cm曳

網スピー ド43.6m′/毎分､つめの間隔5.5C-Tnr放

流月 (坐) 7個 平均 lS.L.- 5.8cmT.W.-429o芸躍 ((-dS -烹 1…1;冒 : sSs:.LI..'=:1146.I;8C:m: ;..:7..≡36340

芸自然艮 (死) 2個 S.L.-6.3c

m 8.0cm○その他の生物 マナマコ 1 スナヒトデ

17コベル トフネガイ1 エゾヒバ リ

ガイ2 ミネフジツボ 8アカザラガ

イ 4 バフンウニ 1 ヒトデ 4マ

コガレイ 2 シャコ 3 フジナマコ 1o桁網による調査 (曳網3回

)放流月 (坐) 2個 平均 S.L.-5.8cmT.W

.-46.g採捕 〝 (死) 5個 n S.L.- 4.8cm

0個数 自然月 (坐) 大 4個 〝 S.L.

-12.1cm T.W.-35ng回 n (死

) 小 1個 S.L.- 7.0cm調 ○その他の

生物 ホクテガイ35 7カザラガイ 2査第 ミ

ネフジツボ 31 マポヤ 3 スナヒトデ 51

エゾヒバ リガイ 1 マコガレイ 2 イ トマキヒトデ 4エブイシカゲ 2

ツガルウニ 2 ヒトデ 1o昭和 47年匿アカガイ人工採苗の母月採捕の時､昭和 46年匿

に放疏4 した場所を曳絹したところ 2個の放流貝が入 ったため､測定を

行夜つ回



死亡時期についてはほ とんどが放流直後に死んだと思われる享か ら､運搬時､放流時に何か問題があ

ったと思われる｡今後はこの点についての十分充検討の必要性を痛感した｡

ヒトデについて も､放流以後の調査ではあま_りヒトデがい充かった点を考えると､ ヒトデの食害はあ

まD浸かったのでは充いかと思われる｡ しかし二枚貝の害敵としてはヒトデが一般的に知 られている尊

から､アカガイとヒトデの関係についても､水温､潜泥速乾､捕食量､食性等を検討して､放流時期の

決定に役立てる必要があるであろう○

また今年匿の調査では水質についての調査も第2表のように行売ったが､一番問題とそる放流時の水

質､お よび夏の高温時の水質調香を行売ってい充V,ため､放流直後の繁死原因が水質不良によるものか

どうかは何ん とも言え貴い｡しかし秋から冬にかけての水質調査では柴死に到るようを原因は柔いよう

に思われる〇

第2表 水質調査結果 (大湊)

月日調査項目 ln月29日 12月2∩日 2 月 9 日 47庄 3

月6日lnm(放派地点) 秦層水 水 温 (℃) 15.5 5.9

5.5 4.5I) 0(ppm) 10.50 9.

25 ll.26 7.41C()I) (ppm)
0.85 - 0.76 0.70S S

(ppm) - 5.57 151 2.10底

層水 水 温 (℃) 15.4 5.9 4.8 4.a

I) 0(ppm) 9.20 9.20 8.44 7.42

COT)CPPm,) 0.57 - 1.49 0.79泥のCOD- 8.05

S S (ppm) ■■■- 28.89 2.98 2.08泥の硫化物-

0.14262(一m(大湊沖令

) 表層水 水 温 (℃) 5

.5 4.5I) O(ppm)

9.52 8.72COD (ppm)

1.ll 0.97S S (pp

m,) 5.46 2.09底層水 水 温 (℃)

4.0 4.8D O(ppm,.) 10.

14 7.75C()D (ppm) 1.ll 0.88泥のC()D-




